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一
九
七
九
年
の
六
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
、
モ
ス
ク
ワ
で
第
四
回
日
ソ

歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
組
織
委
員
会

（
委
員
長
Ⅱ
高
橋
幸
八
郎
氏
）
の
事
務
局
長
と
し
て
、
私
も
こ
れ
に
出
席
し

た
。日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
両
国
の
歴
史
家
の
学
術
交
流
の
場
と
し

て
、
一
九
七
三
年
に
東
京
で
最
初
の
会
議
を
開
き
、
以
後
、
隔
年
に
モ
ス
ク

ワ
と
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ま
だ
広
く

知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
が
開
か
れ
る
の
ま
で
の
経
紳
に
つ

い
て
は
『
革
命
ロ
シ
ア
と
日
本
’
第
一
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記

ソ
連
史
学
界
に
お
け
る
日
露
戦
争
（
倉
持
）

《
学
会
動
向
》

四三二

一
、
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

ソ
連
史
学
界
に
お
け
る
日
露
戦
争

日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

日
本
側
の
報
告

ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
報
告
の
問
題
点

ソ
ヴ
ェ
ト
愛
国
主
義
の
視
点

’
第
四
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
Ｉ

録
』
（
弘
文
堂
、
一
九
七
五
年
）
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
第
四
回
ま

で
の
テ
ー
マ
を
紹
介
し
て
お
く
。

鮒
一
回
、
東
京
・
一
九
七
三
年
十
二
月

円
ロ
シ
ア
十
月
革
命
と
日
本
の
社
会
運
動

ロ
日
本
と
ソ
連
に
お
け
る
近
・
現
代
史
研
究
の
基
本
動
向
と
問
題
点

口
革
命
的
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
主
義
史
の
諸
問
題

第
二
回
、
モ
ス
ク
ワ
二
九
七
五
年
十
一
月

日
第
二
次
世
界
大
戦
、
研
究
の
成
果
と
展
望

同
日
露
両
国
に
お
け
る
資
本
主
義
発
達
の
特
質
、
と
く
に
国
家
の
役
割

（
１
）

に
つ
い
て

第
三
回
、
東
京
・
一
九
七
七
年
十
二
月

Ｈ
極
東
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
内
戦
と
干
渉
戦
（
一
九
一
八
’
二
五
年
）

（
２
）

口
天
皇
制
と
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム

鮒
四
回
、
モ
ス
ク
ワ
・
一
九
七
九
年
六
月

Ｈ
世
界
史
の
方
法
論

倉
持
俊
一四

一
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法
政
史
学
第
三
十
二
号

（
３
）

口
世
界
史
の
な
か
の
日
露
戦
争

私
は
組
織
委
員
会
の
発
足
以
来
、
会
の
事
務
的
な
面
を
担
当
し
、
館
二
回

の
会
議
で
は
第
二
テ
ー
マ
の
討
論
の
際
、
ソ
連
の
学
者
か
ら
批
判
を
う
け
た

が
｝
そ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
法
政
史
学
会
で
報
告
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
二
つ
と
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ア
ジ

ア
」
の
三
テ
ー
マ
を
日
本
側
が
提
案
し
、
そ
の
な
か
か
ら
ソ
連
側
が
選
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
組
織
委
員
会
は
、
歴
史
学
界
か
ら
最
適
任
の
報
告
者
と
し

て
、
第
一
テ
ー
マ
に
太
田
秀
通
（
都
立
大
）
・
吉
田
悟
郎
（
中
央
大
）
、
瀧
二

テ
ー
マ
に
大
江
志
乃
夫
（
茨
城
大
）
・
野
澤
豊
（
都
立
大
）
の
各
氏
を
選
び
、

訪
ソ
を
依
頼
し
た
。
交
通
費
自
己
負
担
（
宿
泊
費
の
承
ソ
連
側
負
担
）
と
い

う
条
件
で
、
委
員
会
と
し
て
は
心
苦
し
い
依
頼
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
四
氏
と

も
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
。

こ
の
四
人
の
正
報
告
者
の
ほ
か
に
、
旅
費
全
額
自
己
負
担
で
、
討
論
参
加

者
と
し
て
第
一
テ
ー
マ
に
高
橋
委
員
長
（
創
価
大
）
・
江
口
朴
郎
（
津
田
塾

大
）
・
斎
藤
孝
（
学
習
院
大
）
、
第
二
テ
ー
マ
に
藤
原
彰
（
一
橋
大
）
・
和
田

春
樹
（
東
大
）
の
各
氏
と
私
が
参
加
し
、
一
○
人
で
代
表
団
を
結
成
し
た

（
も
ち
ろ
ん
実
際
の
討
論
で
は
、
こ
の
区
別
に
関
係
な
く
発
言
が
行
な
わ
れ

た
）
。
し
か
し
大
江
氏
は
出
発
直
前
に
病
気
の
悪
化
で
訪
ソ
不
可
能
と
な
り
、

和
田
氏
も
モ
ス
ク
ワ
で
入
院
さ
れ
て
出
席
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
モ
ス
ク

ワ
に
留
学
中
で
あ
っ
た
伊
東
孝
之
（
北
海
道
大
）
・
藤
本
和
貴
夫
（
大
阪
大
）

の
両
氏
に
代
表
団
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
私
以
外

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
の
第
一
人
者
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
以
上
は
望
め

な
い
ベ
ス
ト
・
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
、
ひ
そ
か
に
自
負
し
て
い
る
次
第
で

「
世
界
史
の
な
か
の
日
露
戦
争
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
提
案
し
た
わ
れ
わ

、
、
、
、
、

れ
の
考
え
で
は
ｌ
少
な
く
と
も
私
の
場
合
ｌ
日
露
戦
争
の
世
界
史
的
意

、
、
、
、
、
、
、

義
、
あ
る
い
は
日
露
戦
争
の
世
界
史
的
背
景
と
い
っ
た
一
」
と
で
あ
っ
た
。
後

者
は
西
洋
史
専
攻
者
の
発
想
で
、
一
九
三
○
年
鋼
代
に
江
口
朴
郎
・
高
橋
幸
八

郎
・
林
健
太
郎
と
い
っ
た
各
氏
の
〃
外
交
史
〃
研
究
の
成
果
と
し
て
定
説
化

し
て
い
る
立
場
、
即
ち
日
本
の
背
後
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
が
、
ロ
シ

ア
の
背
後
に
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
が
存
在
し
、
日
本
と
ロ
シ
ア
は
、
と
も

に
い
わ
ば
二
流
の
帝
国
主
義
国
と
し
て
、
こ
れ
ら
四
ヵ
国
の
利
益
を
代
表
し

て
〃
代
理
戦
争
〃
を
戦
っ
た
の
だ
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

し
か
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
日
ソ
両
国
の
報
告
は
、
そ
の
よ
う
な
し

（
６
）

の
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
江
氏
が
最
近
公
刊
さ
れ
た
著
書
の
タ
イ

ト
ル
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
氏
の
関
心
は
軍
事
史
的
研
究
に
向
け
ら

れ
て
お
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
も
、
軍
事
史
的
観
点
か
ら
日
露
戦
争

が
世
界
の
戦
争
の
歴
史
の
な
か
で
、
い
か
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
の
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
一
九
世
紀
末
ま
で
の
大
国
間

の
戦
争
’
一
八
六
六
年
の
普
澳
戦
争
二
八
七
○
年
の
普
仏
戦
争
な
ど
１

１
が
、
開
戦
前
に
備
蓄
さ
れ
た
武
器
弾
薬
に
よ
っ
て
戦
わ
れ
た
ご
く
短
期
間

あ
る
。
私
は
会
議
の
当
日
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
歴
史
学
界
の
最

長
老
で
あ
る
イ
１
Ⅱ
イ
ー
Ⅱ
ミ
ン
ッ
氏
と
と
も
に
第
一
一
テ
ー
マ
の
議
長
を
つ

と
め
る
と
い
う
名
誉
を
与
え
ら
れ
た
。
以
下
こ
の
テ
ー
マ
に
し
ぼ
っ
て
、
両

囚
の
報
告
と
く
に
イ
ー
Ⅱ
イ
１
Ⅱ
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
氏
の
報
告
の
問
題
点
を

（
５
）

紹
介
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
私
見
を
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
日
本
側
の
報
告

四
一

一
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の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
露
戦
争
が
長
期
に
わ
た
り
戦
争
遂
行
の

過
程
で
武
器
弾
薬
の
製
造
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
意
味

で
第
一
次
大
戦
で
本
格
化
す
る
総
力
戦
的
性
格
を
持
つ
最
初
の
戦
争
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
や
、
新
し
い
武
器
の
使
用
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
戦
術
の
変
化

に
よ
っ
て
、
従
来
の
戦
争
の
様
相
を
一
変
さ
せ
た
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
な

ど
が
の
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

大
江
氏
は
訪
ソ
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
報
告
の
テ
キ
ス
ト
は
三
ヵ
月
前
に
ソ

連
側
に
送
付
し
て
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
藤
原
氏
が
報
告
を
行
っ

た
。
藤
原
氏
は
ま
ず
大
江
氏
か
ら
託
さ
れ
た
補
足
的
な
意
見
の
発
表
を
代
行

さ
れ
、
連
発
式
歩
兵
銃
や
機
関
銃
の
使
用
、
榴
散
弾
に
か
わ
る
榴
弾
の
使

川
、
口
径
の
大
き
な
曲
射
砲
の
使
用
な
ど
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
軍
事

技
術
の
転
換
が
、
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
新
し
い
戦
争
の
方
式
の
萌
芽
と
な

っ
た
一
」
と
を
の
べ
た
。
さ
ら
に
藤
原
氏
は
、
戦
費
一
五
億
の
う
ち
八
億
が
ロ

ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
Ⅲ
ヨ
ー
ク
で
募
集
さ
れ
た
外
債
で
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
が

こ
の
二
帝
国
主
義
国
の
代
理
人
と
し
て
戦
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
こ
の

戦
争
が
、
一
方
で
は
日
本
帝
国
主
義
と
天
皇
制
の
威
信
を
確
立
さ
せ
、
他

力
、
中
国
や
朝
鮮
に
と
っ
て
は
日
本
の
侵
略
の
拡
大
を
意
味
し
た
こ
と
指
摘

さ
れ
た
。

野
澤
氏
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
委
員
会
が
、
中
国
現
代
史
専
攻

の
同
氏
に
御
依
頼
し
た
の
は
、
さ
き
に
の
べ
た
〃
外
交
史
〃
的
視
角
か
ら
は

欠
落
し
が
ち
な
点
、
つ
ま
り
日
露
戦
争
の
戦
場
と
な
り
大
き
な
被
害
を
う
け

た
地
域
の
住
民
の
立
場
か
ら
の
日
露
戦
争
像
の
提
示
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
野
澤
氏
自
身
も
、
し
ば
し
ば
述
べ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
従

来
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
り
、
史
料
的
に
も
非
常
に

ソ
連
史
学
界
に
お
け
る
日
露
戦
争
（
倉
持
）

ロ
ス
ト
ク
ー
ノ
フ
報
告
の
な
か
で
ｌ
そ
の
軍
事
・
軍
事
技
術
史
的
な
問

題
以
外
で
Ｉ
私
が
興
味
を
も
っ
た
点
を
三
つ
に
整
理
し
て
の
べ
て
ふ
よ

う
。館
一
に
、
さ
き
に
の
べ
た
日
本
の
背
後
に
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
が
存
在

し
て
い
た
と
い
う
普
通
の
外
交
史
的
な
意
味
を
こ
え
て
、
こ
の
両
国
に
日
露

戦
争
の
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
報
告
で
は
大
要
次
の
よ
う
に
の

（
８
）

く
ら
れ
て
い
る
。
「
ソ
連
の
歴
史
家
は
、
一
九
○
四
’
○
五
年
の
日
露
戦
争

が
、
双
方
の
側
か
ら
ゑ
て
不
正
義
の
戦
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い

る
。
日
本
軍
国
主
義
と
ロ
シ
ア
の
専
制
は
、
そ
の
全
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
同
時
に
ソ
連
の
歴
史
家
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
が
戦
争

の
勃
発
に
大
き
な
責
任
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
二
国
が
追
求
し

取
り
組
匁
が
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）

ソ
連
に
お
け
る
日
露
戦
争
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
氏

の
報
告
は
、
大
江
氏
の
場
合
と
同
様
、
軍
事
・
軍
事
技
術
史
的
な
内
容
で
、

野
澤
氏
の
報
告
と
は
残
念
な
が
ら
か
み
あ
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
議
論

の
大
筋
で
は
、
大
江
氏
の
主
張
と
鋭
く
対
立
す
る
こ
と
は
な
く
、
討
論
の
過

程
で
も
意
見
の
衝
突
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

討
論
の
過
程
で
は
、
以
上
の
三
氏
の
ほ
か
、
江
口
・
斎
藤
・
ア
ー
Ⅱ
ヴ
ェ

ー
Ⅱ
イ
グ
ナ
チ
ェ
フ
・
ペ
Ⅱ
。
へ
Ⅱ
ト
ペ
ハ
の
各
氏
が
発
一
一
一
一
口
し
た
が
、
意
見
の

対
立
・
論
争
は
、
も
っ
ぱ
ら
入
院
中
の
和
田
氏
が
事
前
に
提
出
し
て
い
た
副

報
告
「
日
露
戦
争
期
の
日
露
両
国
の
社
会
主
義
者
の
連
帯
」
を
め
ぐ
っ
て
行

な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
報
告
の
問
題
点

四
＝
￣
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た
政
策
の
目
的
は
、
中
国
・
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
に
対
す
る
日
本
の
侵
略
を
支
援

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
主
義
者
は
、
極
東
に

お
け
る
彼
ら
自
身
の
略
奪
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
、
日
本
を
利
用
す
る
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
を
意
図
し
て
い
た
。
彼
ら
は
日
露
戦
争
の
結
果
、
日
露
両
国
が
共
倒
れ
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
る
》
」
と
を
望
ん
で
い
た
。
た
と
え
戦
争
の
結
果
、
ア
ジ
ア
人
民
を
略
奪
す

る
う
え
で
の
危
険
な
競
争
相
手
（
日
本
と
ロ
シ
ア
）
が
、
共
倒
れ
で
消
滅
す

る
こ
と
が
な
い
に
し
て
も
、
非
常
に
弱
体
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
」
（
四
’
五
頁
。
傍
点
引
用
者
）

開
戦
の
責
任
を
、
当
事
国
以
上
に
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
に

負
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
と
れ
る
こ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
註
側
の
藤
原
氏
の

文
章
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
討
論
の
際
、
斎
藤
氏
が
疑
問
を
な
げ

か
け
、
そ
の
史
料
的
根
拠
を
質
し
た
が
、
日
本
側
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
答

え
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
問
題
の
性
質
上
、
ソ
連
側
の
主
張
の
〃
誤
り

を
証
明
す
る
〃
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
報
告
で
は
、
ド
イ
ツ
の
役

割
り
に
つ
い
て
「
世
界
各
地
に
対
す
る
大
膨
脹
計
画
に
す
で
に
着
手
し
て
い

た
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
者
も
ま
た
日
露
両
国
間
の
戦
争
に
利
害
関
係
を
も
っ
て

、
、

い
た
」
（
五
頁
）
と
だ
け
の
べ
ら
れ
て
い
る
点
も
興
味
を
ひ
く
。
ロ
シ
ア
帝

国
の
極
東
進
出
が
、
一
八
九
一
年
の
露
仏
同
盟
の
効
力
を
弱
化
さ
せ
る
た
め

に
と
ら
れ
た
カ
イ
ゼ
ル
Ⅱ
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
の
意
識
的
政
策
に
よ
っ
て
、

促
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
〃
外
交
史
〃
の
通
説
的
見
解
と
の
間
に
は

一
二
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

私
も
〃
外
交
史
刎
的
に
ふ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
外
交
政
策
Ｉ
ロ
シ
ア
の
関

心
を
極
東
へ
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
ロ
シ
ア
。
オ
ー

法
政
史
学
第
一
一
一
十
二
号

ス
ト
リ
ァ
の
対
立
を
緩
和
し
、
ド
イ
ツ
自
身
の
近
東
政
策
の
遂
行
を
容
易
に

し
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
軍
事
力
を
極
東
に
配
置
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
．
〈
に
お
け
る
露
仏
同
盟
の
効
力
を
弱
め
よ
う
と
い
う
政
策
ｌ
が
日

露
戦
争
の
原
因
の
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ソ
連
の
学
者
が
以
上
の
よ
う
に
主
張
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
の
ち
に
の

べ
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
通
説
的
見
解
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
と
、
外
交
政
策

に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
ド
イ
ツ
へ
の
従
属
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
う
え
で
、
開
戦
の
責
任
を
よ
り
多
く
ロ
シ
ア
が
負
う
こ
と
に
つ
な
が
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
点
は
、
そ
の
こ
と
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
引
用
し

た
文
に
あ
る
よ
う
に
「
日
本
軍
国
主
義
と
ロ
シ
ア
の
専
制
は
、
そ
の
全
責
任

を
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
以
下
の
よ
う
に
の
べ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
日
露
間
の
戦
争
の
起
源
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
、
ソ
連
の
歴
史
家
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
政
府
が
極
東
で
追
求
し
た
外

交
政
策
の
分
析
に
、
と
く
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
著
作
の
な
か
で
、
彼

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
は
、
そ
の
地
方
で
ロ
シ
ア
に
帰
属
し
た
地
域
が
、
か
つ
て
日
本
に
も
中
国

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
も
属
し
た
声
」
と
が
な
か
っ
た
一
」
と
を
述
べ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
人
は
事
実

上
、
無
人
の
土
地
に
植
民
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
天
然
資
源
を
発
見
し
、

町
を
建
設
し
、
原
住
民
と
の
平
和
的
関
係
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
」

（
三
頁
、
傍
点
引
用
者
）
と
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
報
告
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
侵
略

性
を
ぼ
か
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。館
三
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
氏
が
「
ロ
シ
ア
は
経
済

的
に
も
軍
事
的
に
も
、
日
本
よ
り
強
か
っ
た
」
（
七
頁
）
と
述
べ
た
う
え
で
、

四
四
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以
上
の
べ
た
三
つ
の
点
、
即
ち
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
主
義
政

策
に
対
す
る
批
判
、
そ
れ
と
関
連
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
主
義
の
戦
争
責
任
の
軽

減
、
帝
政
時
代
の
ロ
シ
ア
の
国
力
に
つ
い
て
の
高
い
評
価
－
－
帝
政
ロ
シ
ア

の
ド
イ
ツ
へ
の
外
交
的
従
属
の
否
定
も
こ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
考
え
ら
れ
る

べ
き
面
を
も
つ
ｌ
と
い
っ
た
こ
と
は
、
一
つ
の
源
か
ら
出
て
い
る
よ
う
に

敗
戦
の
原
因
を
、
皇
帝
政
府
の
戦
争
指
導
の
拙
劣
さ
と
将
校
Ⅱ
貴
族
の
無

能
・
腐
敗
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
旅
順
は
ス
テ
ッ
セ
ル
将

、
、
、

軍
の
裏
切
り
の
結
果
、
陥
落
し
た
。
彼
は
十
分
な
防
衛
力
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
れ
を
活
用
し
な
か
っ
た
」
（
一
三
頁
、
僻
点
引
用
者
）
と
の
べ
、
ま
た
レ

ー
ニ
ン
の
有
名
な
論
文
「
旅
順
の
陥
落
」
の
な
か
か
ら
「
恥
ず
べ
き
敗
北
を

喫
し
た
の
は
、
専
制
体
制
で
あ
っ
て
ロ
シ
ア
人
民
で
は
な
い
」
と
い
う
部
分

を
引
用
し
て
い
る
○
○
頁
）
の
で
あ
る
。

講
和
に
至
る
経
絲
に
つ
い
て
も
「
陸
海
の
戦
闘
に
お
い
て
、
日
本
は
そ
の

物
質
・
精
神
両
面
の
力
を
、
す
べ
て
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
ゑ
勝
利
し

え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
済
と
財
政
は
破
綻
し
て
い
た
」
（
九
頁
）
、
「
戦
争

の
継
続
は
不
可
能
で
あ
っ
た
」
Ｃ
○
頁
）
と
の
べ
、
さ
ら
に
戦
線
の
士
気

の
後
退
、
銃
後
の
国
民
の
不
満
と
厭
戦
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
百
シ
ァ
は
対
馬
の
大
敗
北
の
後
で
さ
え
も
、
勝
利
す
る
だ
け
の
力
を

持
っ
て
い
た
。
軍
事
的
余
力
は
ま
だ
大
き
か
っ
た
」
Ｃ
○
頁
）
と
述
べ
、

し
か
し
一
九
○
五
年
一
月
九
日
の
「
血
の
日
曜
日
」
に
は
じ
ま
る
第
一
革
命

の
昂
揚
の
た
め
「
皇
帝
政
府
は
早
期
の
講
和
締
結
に
利
益
を
感
じ
た
の
で
あ

る
」
ロ
○
頁
）
と
す
る
の
で
あ
る
。

ソ
連
史
学
界
に
お
け
る
日
露
戦
争
（
倉
持
）

四
、
ソ
ヴ
ェ
ト
愛
国
主
義
の
視
点

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
り
に
名
づ
け
れ
ば
、
自
国
中
心
主
義
と
い
う
か
、

祖
国
愛
的
視
点
と
い
う
か
、
そ
の
よ
う
な
も
の
か
ら
発
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ロ
ス
ト
ワ
ー
ノ
フ
氏
だ
け
で
な
く
、
広
く
ソ
連
の

歴
史
家
の
間
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
と
思
う
。

一
九
一
七
年
の
革
命
に
よ
っ
て
帝
政
に
終
止
符
を
う
ち
、
ソ
ヴ
ェ
ト
体
制

を
つ
く
り
あ
げ
た
ソ
連
で
歴
史
家
が
ｌ
そ
の
圧
倒
的
多
蓑
ロ
シ
ア

、
、
、

革
命
と
現
体
制
の
支
持
者
で
あ
る
か
ら
Ｉ
革
命
後
の
自
国
の
帝
国
主
義
的

性
格
や
戦
争
責
任
を
否
定
し
、
経
済
発
展
を
自
画
自
賛
し
て
国
力
を
高
く
評

価
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
彼
ら
が
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
す

る
こ
と
自
体
は
理
解
で
き
る
（
た
と
え
積
極
的
に
は
肯
定
で
き
な
い
に
し
て

も
）
。私
が
ロ
ス
ト
ゥ
１
ノ
ブ
報
告
に
問
題
を
感
じ
た
の
は
そ
の
こ
と
で
は
な

い
。
革
命
に
よ
っ
て
根
本
的
に
社
会
体
制
が
変
わ
り
、
決
定
的
な
〃
断
絶
〃

が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
革
命
前
の
旧
体
制
下
の
外
交
政
策
を
強
い

て
弁
護
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
革
命
政

府
は
革
命
前
の
体
制
の
〃
悪
川
を
告
発
す
る
の
が
普
通
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。事
実
、
一
九
二
○
年
代
の
ソ
連
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一
九
二
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
ソ
連
史
学
界
で
指
導
的
役

割
を
演
じ
た
エ
ム
Ⅱ
エ
ヌ
Ⅱ
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
帝
政
時
代
の
国
力
や
文

化
水
準
を
低
く
評
価
し
、
第
一
次
大
戦
の
勃
発
に
つ
い
て
も
〃
外
交
史
川
の

通
説
を
こ
え
て
ロ
シ
ア
に
大
き
な
責
任
を
負
わ
せ
て
い
た
（
ロ
シ
ア
帝
国
独

自
の
戦
争
目
的
の
強
調
）
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
革
命
後
の
〃
成
果
川

が
誇
示
で
き
る
か
ら
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
が
強
調
し
た
の

四
五
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は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
革
命
の
立
場
で
あ

り
、
祖
国
愛
と
い
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
し
の
は
彼
の
視
野
に
は
入
っ
て
い
な

か
っ
た
。

彼
に
よ
っ
て
文
字
ど
お
り
代
表
さ
れ
て
い
た
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
一
九

三
四
年
に
は
じ
ま
る
「
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
批
判
」
に
よ
っ
て
転
換
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
批
判
に
つ
い
て
詳
述

す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
批
判
の
な
か
で

は
、
む
し
ろ
枝
葉
に
属
す
る
が
小
文
の
論
旨
に
関
連
す
る
部
分
を
、
当
時
の

ソ
連
の
公
式
見
解
の
な
か
か
ら
紹
介
し
て
お
こ
う
。
以
下
引
用
す
る
の
は

（
９
）

『
ソ
ヴ
ェ
ト
大
百
科
事
典
・
第
二
版
』
の
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
項
の
必
要
部

分
の
大
意
で
あ
る
。
「
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
経
済
的
唯
物
論
の
精
神
で
、
マ

ル
ク
ス
主
義
を
俗
化
さ
せ
た
。
…
…
彼
は
・
・
…
・
歴
史
に
お
け
る
大
衆
の
創
造

、
、
、
、
、

的
役
割
と
個
人
の
役
割
…
…
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
…
…
歴
史
の
乱
暴

な
社
会
学
化
、
過
去
に
対
す
る
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
、
革
命
前
の
ロ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

シ
ァ
の
人
民
大
衆
の
愛
国
主
義
的
役
割
の
否
定
…
・
・
・
こ
れ
ら
が
ポ
ク
ロ
フ
ス

キ
ー
の
見
解
の
特
徴
で
あ
る
。
…
…
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
辺
境
地
域
の
ロ
シ

、
、
、
、
、
、
、
、

ァ
帝
国
へ
の
併
合
の
進
歩
的
愁
義
を
理
解
せ
ず
、
帝
政
政
府
の
植
民
地
政
鍍

の
否
定
的
側
面
し
か
ゑ
な
か
っ
た
。
帝
政
政
府
の
外
交
政
策
と
く
に
…
…
節

一
次
世
界
大
戦
の
研
究
に
お
い
て
、
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
列
強
間
の
基
本
的
矛

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

盾
を
無
視
し
、
帝
国
主
義
戦
争
の
韮
本
的
責
任
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
あ
る
と
し

、

た
。
」
（
傍
点
引
用
者
）

私
は
、
さ
き
に
述
べ
た
Ⅲ
脚
中
心
主
義
、
祖
国
愛
的
視
点
の
原
点
が
こ
こ

に
あ
る
と
考
え
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー

批
判
に
よ
っ
て
大
転
換
を
強
い
ら
れ
た
歴
史
書
、
と
く
に
学
校
教
科
書
で

法
政
史
学
鏑
一
一
一
十
二
号

は
、
帝
政
時
代
の
文
化
（
と
り
わ
け
側
然
科
学
）
の
水
準
の
高
さ
、
帝
政
期

の
人
物
、
そ
れ
も
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
と
か
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
撃
退
し
た
ク
ト

ゥ
ー
ゾ
フ
と
い
っ
た
軍
人
の
再
評
価
が
主
張
さ
れ
、
革
命
前
の
戦
争
に
つ
い

て
も
防
衛
戦
争
的
性
格
や
人
民
大
衆
の
愛
国
主
義
的
な
奮
戦
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ポ
ク
ロ
フ
メ
キ
ー
批
判
が
純
粋
に
歴
史
学
の
問
題
ｌ
そ
の
方
法
論
的
批

判
ｌ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
論
者
に
よ

っ
て
主
張
さ
れ
て
き
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
（
彼
が
実
質
的
に
権
力
を
掌
握

す
る
の
は
一
九
二
○
年
代
末
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
彼
の
死
後
三
年
、
一

九
五
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
）
に
な
さ
れ
た
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
批
判
は
、
ス

タ
ー
リ
ン
日
身
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
崇
拝
の
た
め
の
布
石
で
あ
り
、
ま
た
ヒ

ト
ラ
ー
の
政
権
掌
握
（
首
相
就
任
が
一
九
一
一
一
三
年
一
月
）
に
よ
っ
て
切
迫
し

て
き
た
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
に
そ
な
え
る
と
い
う
側
面
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
愛
国
主
義
的
傾
向
、
い
わ
ゆ
る
ソ
ヴ
ェ
ト
愛

国
主
義
が
、
一
九
四
一
年
か
ら
の
独
ソ
戦
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
減
じ

た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
歴
史
学
の
粛
清
と
も
い
う
べ
き
ポ
ク
ロ
フ

ス
キ
ー
批
判
の
際
に
打
ち
だ
さ
れ
た
以
上
の
よ
う
な
歴
史
学
の
新
傾
向
が
、

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
も
、
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
た
と
は
い
え
の
こ
さ
れ
、
ソ

連
史
学
界
の
〃
体
質
〃
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ス
ト

ゥ
ー
ノ
フ
報
告
に
代
表
さ
れ
る
現
在
の
ソ
連
の
日
露
戦
争
観
も
、
そ
の
よ
う

な
体
質
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
問
題
は
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
氏
や
ソ
連
史
学
界
だ
け
に
あ
る
の
で
は

な
い
。
最
近
わ
が
国
の
歴
史
学
界
の
一
部
で
主
張
さ
れ
だ
し
た
よ
う
に
、
マ

四
六

Hosei University Repository



イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
あ
る
い
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視

点
）
と
い
う
こ
と
を
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
、
今
回
の
日
ソ
歴
史
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
の
私
の
感
懐
で
あ
る
。

（
７
）
一
九
七
七
年
に
三
九
○
四
’
○
五
年
の
露
日
戦
争
史
』
（
モ
ス

（
６
）
大
江
志
乃
夫
『
日
潔
戦
争
の
軍
事
史
的
研
究
』
（
岩
波
書
店
、

'－，

５
Ｎ.’

'－，

４
、_ノ

（
３
）
第
一
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
太
田
秀
通
「
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
印
象
」
（
『
歴
史
学
研
究
月
報
』
一
一
三
七
号
、
’
九
七
九

年
）
、
第
ニ
テ
１
マ
に
つ
い
て
は
、
藤
原
彰
「
日
ソ
歴
史
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
」
ｓ
毎
日
新
聞
』
一
九
七
九
年
八
月
一
五

註（
１
）
第
二
回
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主

義
の
発
達
と
国
家
の
役
削
’
第
二
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
て
」
、
（
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
二
五
号
、
一
九
七
六
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
第
一
一
一
回
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
孝
「
第
三
回
日
ソ
歴
史
学
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
」
（
『
現
代
と
思
想
』
二
二
号
、
一
九
七
八

年
）
、
藤
本
和
賀
夫
・
高
田
和
夫
「
第
三
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
参
加
記
」
Ｓ
歴
史
学
研
究
』
四
五
四
号
、
一
九
七
八
年
）

ソ
連
史
学
界
に
お
け
る
日
砺
戦
争
（
倉
持
）

九
七
六
年
）

法
政
史
学
会
、
五
一
年
度
例
会
（
一
九
七
六
年
六
月
）
一

要
旨
は
『
法
政
史
学
』
二
九
号
（
一
九
七
七
年
）
に
掲
埜

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
二
テ
ー
マ
に
関
す
る
部
分
は
、

新
七
号
に
特
雄
さ
れ
、
大
江
・
野
澤
・
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
｜

報
告
、
和
田
氏
の
副
報
告
、
藤
原
氏
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
志

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

参
照
。

日
）
参
照
。

会
（
一
九
七
六
年
六
月
）
で
の
報
告
。

号
二
九
七
七
年
）
に
掲
載
。

テ
ー
マ
に
関
す
る
部
分
は
、
『
史
潮
』

・
野
澤
・
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
三
氏
の

藤
原
氏
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
掲
載
さ

ク
ワ
）
を
編
集
し
公
刊
し
て
い
る
。

（
８
）
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
氏
の
報
告
は
、
モ
ス
ク
ワ
到
着
後
、
日
本
側
に

配
布
さ
れ
た
。
英
文
タ
イ
プ
で
一
六
頁
の
も
の
。
以
下
「
」
内

の
訳
出
は
大
意
で
あ
る
。
な
お
同
氏
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
、
こ

れ
を
補
足
す
る
報
告
を
行
な
っ
た
。

（
９
）
ソ
連
に
お
い
て
、
そ
の
と
き
の
政
府
の
、
従
っ
て
学
界
の
公
式
見

解
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
外
国
の
研
究
者
が
よ
く
利
用

す
る
事
典
類
の
代
表
的
な
も
の
で
、
一
九
五
○
’
五
八
年
に
刊
行

さ
れ
た
。
以
下
引
用
す
る
第
一
一
一
三
巻
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
直
前

の
一
九
五
五
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
は
そ

の
四
九
二
頁
か
ら
で
、
筆
者
は
ア
ー
Ⅲ
エ
リ
Ⅲ
シ
ー
ド
ロ
フ
で
あ

る
。
な
お
こ
の
『
ソ
ヴ
ェ
ト
大
百
科
事
典
』
は
三
版
が
一
九
六
九

年
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

四
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